
日 午 前 午 後

2 日 （ 月 ）
議 会 運 営 委 員 会 ：

午 前 1 0 時

3 日 （ 火 ）
本 会 議 （初 日 ） ：

午 後 1 時

4 日 （ 水 ）
本 会 議 （2 日 目 ） ：

午 後 1 時

5 日 （ 木 ）
本 会 議 （3 日 目 ） ：

午 後 1 時

9 日 （ 月 ） 総 務 委 員 会 ：午 前 1 0 時

1 0 日 （ 火 ） 区 民 委 員 会 ：午 前 1 0 時 　

1 1 日 （ 水 ）
議 会 運 営 委 員 会 ：

午 前 1 0 時
本 会 議 （4 日 目 ） ：

午 後 1 時

1 2 日 （ 木 ）
産 業 環 境 委 員 会 ：

午 前 1 0 時

1 3 日 （ 金 ） 厚 生 委 員 会 ：午 前 1 0 時 建 設 委 員 会 ：
午 後 1 時 3 0 分

1 6 日 （ 月 ） 文 教 委 員 会 ：午 前 1 0 時 〔 会 期 中 請 願 締 切 日 〕

1 7 日 （ 火 ）

交 通 網 ・都 市 基 盤 整 備

調 査 特 別 委 員 会 ：
午 前 1 0 時

子 ど も 施 策 調 査 特 別 委

員 会 ：午 後 1 時 3 0 分
 

1 8 日 （ 水 ）
災 害 ・オ ウ ム 対 策 調 査
特 別 委 員 会 ：午 前 1 0 時

生 活 保 護 ・高 齢 者 生 き
が い 対 策 調 査 特 別 委 員

会 ：午 後 1 時 3 0 分

1 9 日 （ 木 ）
議 会 運 営 委 員 会 ：

午 前 1 0 時

2 0 日 （ 金 ）
本 会 議 （最 終 日 ） ：

午 後 1 時

第
４
回
足
立
区
議
会
定
例
会
は
12

月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
国
会
で
の
安
倍
内

閣
の
暴
走
政
治
と
対
決
し
、
暮
ら
し

と
民
主
主
義
を
守
る

「
一
点
共
同
」
を
広

げ
、
悪
政
阻
止
と
政

治
の
転
換
を
迫
る
奮

闘
を
す
る
決
意
で
す
。

緊
迫
す
る
「
特
定

秘
密
保
護
法
」
案
の

強
行
を
許
さ
ず
、
廃

案
に
追
い
込
む
世
論
と

運
動
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
足
立
区
政
で
も
自

治
体
業
務
の
民
間
委
託
、

外
部
化
の
新
た
な
「
行
革
」

に
よ
る
自
治
体
変
質
を
す

す
め
、
学
校
統
廃
合
、
使

用
料
値
上
げ
な
ど
区
民
い

じ
め
、
痛
み
押
し
つ
け
の

近
藤
区
政
の
暴
走
と
対
決

し
論
戦
を
行
い
ま
す
。

代
表
質
問
は
浅
子
け
い

子
議
員
、
一
般
質
問
は
、

は
た
の
昭
彦
議
員
が
行
い
ま
す
。

定
例
会
の
日
程
を
参
考
に
議
会
の

傍
聴
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

決
算
議
会
（
第
３
回
定
例
会
）

な
ど
の
教
訓
を
生
か
し
、
命
・

く
ら
し
守
る
切
実
な
住
民
要

求
の
実
現
め
ざ
し
て
奮
闘
し
ま
す
。

足
立
区
の
財
政
は
、
景
気
の
影
響

で
区
民
の
暮
ら
し
は
苦
し
い
状
況
が

続
く
一
方
で
、
区
財
政
は
２
３
区
最

大
の
決
算
規
模
、
前
年
比
１
３
２
％

増
の
１
０
２
億
円
を
積
み
増
し
し
て

総
額
１
０
４
６
億
円
で
す
。

た
め
込
ん
だ
基
金
は
港
区
に
次
い

で
２
番
目
に
多
い
こ
と
、
財
政
は
き

わ
め
て
健
全
財
政
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
区
は

「
赤
字
団
体
に
陥
っ
た
か
の
よ
う
な

危
機
感
」
を
煽
っ
て
き
ま
し
た
が
、

問
題
は
、
国
の
悪
政
か
ら
健
全
財

政
で
あ
る
の
に
区
は
「
財
源
不
足
」

を
口
実
に
区
民
に
耳
を
か
さ
ず
、
施

策
の
優
先
度
を
発
揮
し
て
真
剣
に
区

民
を
守
り
、
支
え
る
姿
勢
が
あ
る
の

か
、
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

よ
せ
下
さ
い
。

２０１３年１２月１日 こんにちは伊藤和彦です（発行会派日本共産党足立区議団．発行責任者伊藤和彦）NO.１０２０

http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-20-1 電話3859-6952

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770

日
本
共
産
党
の
代
表
質
問

12
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時
本
会
議

●
浅
子
け
い
子
議
員

国
会
に
提
出
さ
れ
た
「
秘
密
保
護
法
案
」
「
集
団
自

衛
権
の
行
使
」
「
消
費
税
増
税
」
な
ど
区
民
生
活
へ
の

影
響
、
く
ら
し
を
守
る
自
治
体
の
役
割
。
外
部
化
、
学

校
統
廃
合
、
使
用
料
値
上
げ
問
題
な
ど
で
質
問
。

12
月
５
日
（
木
）
午
後
２
時
半
頃
〜

●
は
た
の
昭
彦
議
員

社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
、
国
保
問
題
な
ど
で
質
問
。



２０１３年１２月１日 こんにちは伊藤和彦です（発行会派日本共産党足立区議団．発行責任者伊藤和彦）NO.１０２０

希望ある未来をつくろう
安倍政権が「世界で一番企業が活動しやすい国」づくりの

名で労働法制の大改悪を狙い、国民に８兆円もの負担を押し

つける消費税の大増税、「アメリカと一緒に海外で戦争する

国」にするための集団

的自衛権行使、知る権

利を奪い監視社会をつ

くる「特定秘密保護法

案」など、民意に逆ら

う安倍政権の暴走に歯

止めがありません。

しかし、その具体化

の一つひとつが、国民

との矛盾を深めている

のが特徴です。「わけ

ても、それぞれの暴走

が支配勢力なりの説明

もつかなくなるという

政治的破たんに直面していることは、重要な特徴」「この間

の総選挙と参院選を通じてつくりだされた「自共対決」の政

治構図には、これまでにない新しい特徴がある」（第26回大

会決議案より）と指摘しています。

こうした情勢は、10月に私が行った「区政報告・懇談会」

に参加した住民からも意見が寄せられました。「秘密保護法

案などとんでもない『憲法守れ』の一点で地域で連名の声明

を出して配りたい」「ある区役所の戸籍課に派遣で働くが、

引継ぎはないし、派遣は人件費ではなく、物件費に扱われて

いる」「ＤＶＤを見て勇気を頂いた」「応援したくなった」

「一歩でること自分の中に足りないないもの感じた」「情勢

はいても立ってもいられない」「もっと宣伝してがんばって

ほしい」など熱い思いが多く話されました。（つづく）

11
月
17
日
（
日
）
第
21
回
北

部
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
は
、
晴
天

の
な
か
太
鼓
、
民
謡
、
テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
演
奏
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
よ
る
演
技
な
ど
１
３
０
０
人

を
超
す
地
域
の
み
な
さ
ん
と
楽

し
く
交
歓
し
ま
し
た
。
東
京
土

建
花
畑
分
会
の
「
タ
イ
ル
細
工
」

「
包
丁
と
ぎ
」
も
盛
況
で
し
た
。

桑袋都住（花畑８丁目）

に住む方から「昇り降

りがつらい。エレベー

ターをつけてください。

おねがいします」の声

が寄せられました。


